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：平成26年度整備

：後退済

（狭あい道路拡幅整備） 
【中浜町図面①】

ブロック塀から 
軽量フェンスに改善

整備済

図面①

図面②

整備前 整備後

考察 
・全延長約430mのうち、拡幅工事で 
　は202.2ｍの整備を行い、整備済部 
　分合わせ298ｍが後退をしている。 
・合わせて、電柱の移設を行ったこと
　により、緊急車両が通行できるよう
　になった。 
・後退構造物については、古いブロッ
　ク塀から軽量なフェンスに築造替え
　を行い、災害時の安全性を確保して
　いる。 
・道路からの入口部分については、歩
　道の切り回しを含めた拡幅を行い、
　緊急車両の出入りが容易になった。

⑩滝頭・磯子地区（資料Ⓐ）

平成30年度
工事予定

整備済

整備延長整備済整備延長

図面③

整備延長

歩道切り回し整備

L型側溝の移設 
軽量フェンスに改善

　　⑩-8

L型側溝の移設 
カーポート、門扉、塀の
移設、樹木の移植



（狭あい道路拡幅整備） 
　【中浜町図面②】

：平成26年度整備

整備延長

図面①
図面②

整備前 整備後

整備済

平成30年度
工事予定

⑩滝頭・磯子地区（資料Ⓐ）

図面③

電柱の移設

　　⑩-9

Ｌ型側溝の移設



（狭あい道路拡幅整備） 
　【中浜町図面③】

凡例

：平成29年度整備

：後退済

整備後整備前

後退済
後退済整備延長

整備延長 整備延長
後退済

整備延長
後退済 整備延長

図面①

図面②

整備済

平成30年度
工事予定

⑩滝頭・磯子地区（資料Ⓐ）

図面③

軽量フェンスに改善

　　⑩-10













23.9

4,558m
5.0 %



 



防火水槽（平成26年度整備）

平成27年度整備
平成26年度整備
後退済み箇所

整備後

整備後整備前

整備前

狭あい道路拡幅整備・防火水槽設置①金沢南部地区（資料A）

考察 
・拡幅工事区間120ｍのうち、拡幅工事で71ｍの整備を行い、88ｍが
　拡幅済みとなっている。 
・市有地に防火水槽を設置し、合わせて交差点から、防火水槽までの
　区間（約55ｍ）を整備し、幅員3.8ｍ～4.0ｍを確保した。 
・消防車や緊急車両が進入可能となり、防火水槽を利用して延焼防止
　が期待できる。 
・コンクリートブロック塀から軽量のフェンスに築造替えすることに
　より、災害時の安全性が向上した。 
・入口両側に隅切りを設け、緊急車両が曲がりやすくなった。 

狭小部幅員1.8ｍ

狭小部幅員2.7ｍ 整備後幅員4ｍ

整備後幅員4ｍ



現況幅員3.6ｍ 4.0ｍあり、 
緊急車両侵入可能 拡幅工事区間

現況幅員3.6ｍ 4.0ｍあり、 
緊急車両侵入可能



平　面　図（1） S=1:200（S=1:100）
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後退済
平成25年度整備

整備前 整備後

整備前 整備後 考察 
・拡幅工事区間390ｍのうち、拡幅工事で151ｍの整備を行い、260ｍが拡幅済みとなっている。 
・緊急車両が通行できるようになり、地区の安全性が高まった。 
・合わせて、古い擁壁の築造替えも行い、災害時の安全性が高まった。 
・曲がり角に隅切りを設け、緊急車両が曲がりやすくなった。

狭あい道路拡幅整備①⑪金沢南部地区（資料B）

SMSM
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MH

道路中心線

L0.50
車止車止車止

整備後幅員4.0ｍ

整備後幅員4.0ｍ

狭小部分幅員2.7ｍ

狭小部分幅員2.7ｍ



設計年月

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

縮　　尺

平　面　図（2）

平　面　図（2）

2

平成25年度

金沢区寺前一丁目90番1地先から126番1地先まで

平成25年度　金沢南部地区狭あい道路拡幅整備工事
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狭あい道路拡幅整備② ⑪金沢南部地区

狭小部分幅員2.7ｍ狭小部分幅員2.7ｍ 整備後幅員4.0ｍ整備後幅員4.0ｍ

整備後幅員4.0ｍ狭小部分幅員2.7ｍ



平　面　図（3） S=1:200（S=1:100）
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整備済 

平成25年度整備

整備前 整備後 整備前 整備後

整備前 整備後

狭あい道路拡幅整備③
⑪金沢南部地区

狭小部分幅員2.7ｍ狭小部分幅員2.7ｍ 整備後幅員4.0ｍ整備後幅員4.0ｍ

狭小部分幅員2.7ｍ 整備後幅員4.0ｍ



井

2 ＤＤ
Ｄ

Ｄ

Ｄ

道路中心線

Ｄ

FH FH-23

1.5% 1.5%

FH+55 FH+55

表層工　再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 t=5.0cm表層工　　

下層路盤工　再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40) 

車道舗装工(N3) 車道舗装工(表層工)

Ｌ形側溝(ﾀｲﾌﾟ6)

Ｄ道路中心線道路中心線 ＤＤ ＤＤＤＤＤＤ22

Ｄ

22

ＤＤＤ

平成28年度整備
平成27年度整備
後退済

整備前 整備前

整備前

整備後

整備後

整備後

考察 
・拡幅工事区間136ｍのうち、拡幅整備工事で79.4ｍの整備を行い、134ｍが 
　拡幅済みとなっている。 
・狭あい道路の最小幅員が現状1.8ｍしかなく、緊急車両の進入が出来ない状態 
　の地区（奥に20件程度の家屋がある）について、狭い部分の拡幅工事を行い、 
　幅員3ｍ～4ｍを確保した。 
・緊急車両が通行できるようになり、地区の安全性が高まった。 
・合わせて、古い擁壁の築造替えも行い、災害時の安全性が高まった。 
・曲がり角に隅切りを設け、緊急車両が曲がりやすくなった。

狭あい道路拡幅整備 ⑪金沢南部地区（資料C） 

狭小部分幅員1.8ｍ 狭小部分幅員1.8ｍ整備後幅員3～4ｍ 整備後幅員4ｍ



防災性を有する公園整備・防火水槽設置⑪金沢南部地区（資料E）

かまどベンチ設置

防火水槽設置

考察 
・水道局用地を取得し、防災性を有する公園及び防火水槽の設置を行っ　
　た。 
・初期消火が可能な防火設備を整備することで、防災性の向上が図れた。 
・かまどベンチを設置し、非常時や、訓練時に炊き出し等が行えるよう　
　にした。 

防火水槽の設置：平成24年度

防災性を有する公園の整備：平成25年度

かまどベンチ 防火水槽

公園全景
















